
戦後における奈良県林材業の展開構造

…製材品の需要構造の変化を中心にして
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(1)奈良県・林材業は木材需裂が拡大する1970年代半ばまでは全閣でも抜きんでた発艇をする一

方，需要が低迷する80年代以降は逆に全悶水準を大きく下回る後退を示す。

( 2 )この奈良県・林材業の発展と後退を条件づけたのは悶麗材の役物に対する瀦喪の動向であっ

た。すなわち奈良県林材業は投物需要の増大に最もよく適合することで飛躍的発肢を遂げ，その

橋要の縮小にともなって後退会余儀なくされた。

( 3 )奈良県林材業の発肢を支えてきた需要条件が大きく変化し，役物の市場が縮小しそれにと

もなって競争のf激化しつつあるなかで，奈来日芸林材業は競争激化への対応が進まないままいっそ

う役物に{頃斜する傾向を強めているO

はじめに

古[!J・桜井に代表される奈良県林材裁は外材・の輸入が本格化する1960年代から70年代三|土ばにか

けて，飛躍的な発展をした。その勢いはあるいは俊良羽生産ブームをまきおこし，あるいは{仕上

に f吉野ダラーjの名を織かせるほどであったことはよく知られているo しかし，その奈良県林
材業も70年代後半乃35.80年代以持は…転して低迷を余{誌なくされ，かつての勢いを失うにきさるの

である。本稿では戦後のとくにCD60年代以降の奈良県林材業の発展がいかにしてもたらされ，②

その後それがなぜ後退したか，について製材1誌の需要構造の分析を中心に考察する。

1.奈良県林材業の発展と後退

劉-1はli災後の木材需給関係の推移を去しているが， 1974 (昭和49) 年を劉期として， ij没後の

木材需給関係l立大きく変化する。 ii没後…iをして続いてきたそれまでの鴇袈拡大時代は終止符を打
ち，基rJnJがはっきり転換する。それでも70年代までは需要拡大燃の余熱の如きなお23jい水準会維
持していたが， 80年代に入り木材需要はさらに一段低い水準に務込みいわゆる木材不況が顕主

化する O

表-1によれば， 1960 (1昭和35)年から1974(fli'.HI149)年までは，わが悶の製材工場数は概ね
2 万4 ，000~ 2万5，000で推移し，あまり大きな変化はみられない。しかし，諮嬰拡大期が終息し
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た強1975(flBifIJ50)年から製材工場数は減る傾向をみせはじめ，いわゆる木材不況が顕夜化した80

年代に入るや，その数は顕著に減少していく。

規模別にみれば，この変化はさらにはっきりする。何年代までは37.5kw./..J、土尋問が噌lJUし，ぞれ未
満j討は減少するという製1オ工場の鋭説拡大傾向がみられたのであるが， 80年代にはいると最大規模
である150.0kw以上j慢をも含め，工場数減少は全措に及ぶ。このように総体としての製材加工競

裁をとりまく部境は， 70年代までと80年代以降とでまったく…変する o (なおいえば1988(IfBiflJが

63)年以降より， 150.0kw以上の大規模J視のみl訂版捕に転じているが，この間向についての考察は

別の機会にゆずる。)

つぎに奈良県の動向をみてみよう O 表-2によれば奈良県の製材工場数は1970if.代半ばまではほ

ぼ漸増傾向にあったが，その傾向に|陰りそ生じた70年代後半を総て， 80年代に入ると明確に減少し

だしている。ただ，奈良県の場合特徴的なのは37.5~75.0kw I;;;'ì のみが増加し，また75.0~150.0kw 



j討はlまほ被ぱいで推移している

ことである。

ここからわかるように奈良県

の動向と全閣のそれとはやや組

を異にしている。?脅要拡大;却を

とおして全国的には製材工場数

に大きな変化はみられなかった

のに対・し，奈良県の場合，鳩力1I傾

向にあった製材・工場数が一転し

て減少しだすのであり，変化の

プロセスが全悶のそれより鋭角

的に表れている。また袋一 3で

製材用素材・の入荷量の推移をみ

てみると，奈良県の入荷設は@]

磁材の場合は80年代初期から，

外材も80年代半ば以降，会聞に

比べ低い水準を訴すようになっ

た。
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i 余聞の製材工場数の推移

首1・ 7.5~. 22.5~ 37.5- 75.0- 150.0kw 

22.5kw 37.5kw 75.0kw 150.0kw 以上

24，229 14，807 5，594 3，046 782 

24，853 Jt1，270 6，003 3，562 1，018 

24，922 13，598 6，261 3，906 1，157 

25，2百5 13，119 6，487 1，290 1，399 

25，017 12，222 6，517 4，638 1，610 

4，874 1，788 
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資料:淡林水jlg省統計・情報告H木材綴給報告者け各学版

かけては4年間で673万戸の住宅が建つという史上空前の住宅ブームに湧いたのであるが(史上

2 帯日は70~73年の666万戸である) ，この間の奈良県の対応、は単制liのおい丸太にシフトし，金額

ベースでほぼ801:f三乃それをやや上岡る税皮の水準を訴したものの，その忠清:は88~何年の 3 年

間でしかなく，しかも材絡はほぼ一:段して減少し統けていることから，その対応には自ずと限界

があり，その後の推移からもそのことが競える O
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表-3 念図と奈良県における製材用潔材の関HQ材・外材別入荷設の推移

~ l事i 若そ jミ L県

合計 倒産:材外材外材機会計 関HQ:t寸外材外材滋

1980 52，074 20，953 31，121 60% 1，098 540 558 51 % 

指数 100 100 100 100 100 100 

81 45，954 19，527 26，418 57 1，016 522 494 49 

指数 88 93 85 9:3 97 89 

82 44，070 19，953 24，117 55 948 488 460 49 

指数 85 95 77 86 90 82 

83 4，526 19，392 23，134 54 898 460 438 49 

指数 82 93 74 82 85 78 

84 41，218 18，946 22，272 54 877 461 416 47 

指数 79 90 72 80 85 75 

85 40，792 18，814 21，978 54 816 439 377 46 

指数 78 90 71 74 81 68 

86 41，238 18，379 22，841 55 814 419 395 49 

指数 79 88 73 74 78 71 

87 43，354 18，771 24，580 57 852 443 409 48 

指数 83 90 79 78 82 73 

88 43，891 18，811 25，080 57 864 460 404 47 

指数 84 90 81 79 85 72 

89 44，490 18，553 25，937 58 863 456 407 47 

指数 85 89 83 79 84 73 

資料:淡林水産省統計'情報部 f水材徽給羽i告脅j各年j仮
I主:材絞の.!il-1伎はよ!二nf

2. 1960~ 1970年代における奈良県林材業の発展の要問

2-1. I!J麗材11苦虫干
I~-l で訴したように， 70年代までの製材)JD工産:染をとりまく環境は，木材の稲;袈拡大lUl'a: 反
映して苑り手市場の器調が続いた。とりわけ悶産材だけで需要に対応していた1960(昭和35)年

i弱まで、は根端に需給ギャップが大きく，そのため他の…般諸物倒が11没後段も安定していたこの時

期に，木材だけは r59l歩高jといわれる高騰を示し，それはついに60年代における本格的な外材
輸入につながるわけである O

こnによって原料丸太の確保員jhが深刻であった製材加工産業の丸太入手環境は大111話に攻干与され，
第2次大戦後以米の木材の諮給ギャップはかなり緩和された。それと同時に製材品の需要構造に

も大きな変化が現れる。

表-6に示したように， !i没後大幅な趨勢的上昇を続けてきた製材品の倒絡は， 1962 (昭和37)

年から横遣いをみせはじめ，以後1965(1昭和40)年まで務ち殺いた状態が統く O そうしてこうし

た横道い状態の後， 1966 (lliHI141)年から符び材備は上昇に転じているo宏一 7は1965(昭和40)

年から1969(昭和44)年におけるスギlE角の小節 1等， 2絡の品等開価格設の推移を表してい

るが，役物である小節の留li絡上界都が最も高い。ここから， 60年代後半からの製材品倒織の

をi誌もリードしたのが役物であったことが知れるだろう。 議い換えれば，この頃から役物諮要
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4 工場当たりの
メL火消費議:

が顕著化してきたということができる。そしてそれは以下に述べる

ように，とくに悶斑材・の役物iこ対する需要として現れた。

ここで「役物Jとは見え掛かり(自に見える音IIf立に使用される)
単位:二千rri'音1¥材であり， I弘等的には…応小節以上の製材品を指す。それに対・し

l.7 1.3 

61 1.8 i町4

62 1.9 l.4 

63 2.0 1.7街

64 2.0 l.8 嬰
65 2.0 1.8 

66 2.1 1.9 必;

67 2.3 2.1 

68 2.2 2.2 大

69 2.4 2，2 VJj 
70 2.4 2.3 

71 2.5 2.3 

72 2，5 2，5 

73 2.6 2.6 
・..…一日・…ー
74 2.3 2.3 

75 2， I 2，2 

76 2.0 2.3 

77 2.0 2.3 

78 2，0 2.4 

79 2.2 2.4 

80 2目。 2.3 

81 1.9 2.1 

82 1.9 2，1 

83 i目8 2.1 

84 l.7 2.1 

85 1.7 2.1 

86 1.7 2.2 

87 1.8 2.4 

88 1.8 2.5 

89 1.8 2.5 

90 1.8 2.5 

91 1.8 2.5 

資料:;f~林水m省統計'1';'1 級t~:I~
f 木材?刷会報告書 J 各{l~J奴
i主 19601ドから1962lf:までi止

見え路れ(自に見えない告111立に使用される)音1¥材で日1等的には小

節より下級の製材品を r~制均j と nヂぷ。

さて， *母体として外材は，主主:ら ~É物の代替品としてわが|週木材ïlîJ品

に逃出してきたけ。それに対し，役物rlif易へのj器入はあまり強いもの
ではなかった。設い換えると並物は外材，役物は国産材，と様み分け

る傾向が強かった。

その大きな嬰悶として，外1オの市場参入は，それによって外材と i到
底材との聞に格付け関係を生せましめ，外材・に対しi主lil五材ーをよりJ二世
に格付ける作用をもたらしたことがあげられる

1967 (昭和142)年に行われた制査， r主主右Jf:J建築木材消費動向調資
総栄械設U2) によれば\「建築主が11~i人である持ち家用の木造住宅J

の建築施:工業者(大工・工務J;甘さ字)に対し f構j立材に悶麗材・だけを
f史った住宅Jについてその理出会質しているが，r建築主が外材を飽
うなといったJという問答がi訟も多く，業者の57%を占めている。
また， f建築::iミが構造材に外材を強うなといったJJA出としては， r外
材が思いという先入観念持っていたJが74%と散も多く， ri夜i級材で
建てたかったjが22%となっている O このようにこの頃は建築主か

らみた外材に対するイメージ、は感く，…ブ51護産材は外材より良いと

いう，いわば「佳Ii制オ倍f![Jjがあった。

このことはタMオが{史刑されたケースからもはっきり鋭うことがで
きる。「建築主が{間人である持ち家用の木造住宅」の建築施工業者が

「構造材に外材を使った現出J~挙げてみると， fまかせられたので
選んだjが51%， r建築主が希捜した」が24%，fl到諜材が入手協議mで
あったjが22%，と建築主が桜磁的に選択して外材が使用されてい

るケースは少ない。いわば木材に対する無関心首長をqq:、に外材は
透している。

この1=¥1で…見すると続機的に外材を使用したかの女IJくみえる「外

材・を使うことを建築主が希援した iケースについて，そのJll!1]3をみ
ると，大部分の84%が「材質は劣るが安・いjからと|司容している O

すなわち外材・を選択した建築主も，外材は f材質が劣るjとしてはっ
きりマイナスイメージをif>1いていたことカf知れる O
このように外材の市場参入は建築材許可貨のレベルにおいて， f外科・
は盟議材より劣る材'Jfl現政材-は外i~ よりよい材J として，国政材-の

イメージを抑し.1:.げ，その使用の一般化とともに「関経材11者好jそ

っくりだすはたらさをした。すなわち，

7.5kw未満1討を含む数1i長
て、ある。

「できれば家は国産i~・で建てたい，せめて見え掛かり部分だけは国産材にしたいj

という「関麗材晴好jが現れる。そして住宅における木材消費'1出向として，見え掛かり部材. (投

物)はi遺産材，見え13れ音11材(投物)は外材，を使用するという典型的パターン(椴み分け)会
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生んだのである。

2 -2.役物需要の拡大
決-5 奈良県の原水lIiの丸太取扱:淡の後移

(1)見え掛かり部材(とく

に柱)の投物化
1オ 被 f段 術{ 平均j判断伎名波工戸数

60年代後半からの外材の本

格的i!r場参入は，悶i京材の役
4初日制子を という作用をも

たらしたが，そのことと相まっ

て役物それ自体の諮裂も拡大

したと考えられる袈|五iがある。

それは程I j!'É~~ に対する役物言語

裂が， I大様造り Jの部
(…応、それを洋室と 11手んでお

りの定着によって生まれた

見え隠れ部I~~ に対する;j~・とし

ての，見え掛かり部材とが;び

ついたことである O

1952~-60ijô (1952ij~ ロ 100)

1952 100.0 

53 132.1 

54 146.4 

55 127.6 

56 132.9 

57 149.0 

58 146.0 

59 149.5 

60 159.0 

災数指数災 数 ji?数
1980ijo 428，376 100 33，748，125 100 79 

83 399，521 93 30.739，868 91 77 

84 398，427 93 27.595，692 82 69 

85 390，423 91 27，026，346 80 69 

86 382，319 89 27，503，864 81 72 

87 381，978 89 31，712，865 94 83 

88 381，086 89 34，231.142 101 90 

89 366.809 86 36.:377，458 108 9臼

90 339，601 79 33，334，345 99 98 

91 341，485 80 30，077.125 89 88 

資料:丸太の取微量t!立奈良保林政a~l、合:宅溺T戸数は建設す;
fMl!設統計年報J

a :1)林獄はnf、1J2'1il'1!立千円、 {:I:，むずn:p・数は万戸
2)指数は1980年を100とする

表-6 製材品の(1'IJ究倣絡指数

1960-65年(l960=1(0) 1965~70年(1965 100) 

1960 lOO.O 1965 100.0 

61 122.0 66 108.7 

62 122.4 67 124.1 

63 126.2 68 132.9 

64 123.7 69 136.8 

65 120.5 70 138.9 

資料:日本銀行訓jべ(物11lfi指数年報)
住:林野J1"殴{I多f林業絞首1"裟覧・時系列版 <1 (林野弘済会、Ilj:l:f1147 ij~ ) P p8 7 

127 

114 

119 

124 

136 

167 

168 

166 

171 

137 

従米;住宅における大接イヒのiJlEれは，例えば rllrHIl46年度林業自諮jの f良識方式から大盤方
式;への移行が急、速に進み，新建材等による蝶街の下地材は下級材が!印有されるようになり，これ

が外材への傾斜を強めたJ3)という指摘に代表されるように，外材イとの側酷からしかとらえられ
てこなかった。この指摘のとおり，大接化はそこに外材を呼び込んだことは械かである O しかし

一方でそのfむの真礎部分(つまり見え掛かり部分)ではとくに柱に代表される部材のグレードアッ

プ化が起こり，そこに(間藤材)1生物i'使用することが定着しだすのである。
現在の住宅をみるかぎり，見え掛かり部材・ 2 役物，見え隠れ部材口説物，という対時関係がrYl

僚に認められるが，このことはもとからそうだったわけではない。関-2はそのことをわかりや

すく械式化したものである。住屯が総 f奥滋造りjにあっては，例えば柱は基本的にすべて見え
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表-7スギlEf.可の品等q刈fu併殺怒の推移

年次小節 l 空宇 2 等

掛かりであり，そこでは f見え掛かり」か「見え総れj
かという，後にみるような述いはなかった。それゆえ柱

はせいぜい主窓(いわゆる床の間付の駿敷等) となる部

分にわずかにいいものカ吋史われるという経度で，そこに

役物が多設に領府されるということはなかっ t:.o
1965{ド 166.7 134.2 100.0 

66 168.0 143.1 100ρ 

67 169.1 136.9 100.0 

68 206.8 157.0 100.0 

69 213.9 162.5 100.0 

資料昭和44年度林業自得 pp51

原資料は経済部j資会 ffta字資本u
j主 1) J，fu誌における 1nf潟たり

(長さ 3m、1Oαnjfj)の大i二l
需婆者自Iljj各による
2) IHl感応奴またはIii!:場波し、
lJ'I.1t: rw. iJ Iの側絡による。
3) 1969 (JlB;f<1I44) iドは 1~6 月
Iflj-6:)である。

(2 )フ 1)ッチ諮袈の発生

なわち{大織法りjの奇11I設の揚は，それによっ

てとくに柱の場合，ドjじ枚でも従米同様の見え掛かりの

柱が存在すゐ…ブJで，去にJJiれない見え隠れの牧を生む

ことになったο先に指摘した外材の市場参入とともに

じた隈産材H寄女子は，これを背景に fせめて見え掛かり部
材だけは鴎躍材・役物を能HJしたい」という j翼政材に対・
する役物諮嬰となって現れ，去に現れる割に見える部材・

と表に現れない見えない帝lli~ をはっきり澄別する傾向を

つくりだすとともに， J込え樹、かり部材口役物，見え隠れ
音1¥材z並物という対応ができていく。そしてとくに見え

掛かり柱が役物化したことは，役物枚の諮裂を大きく拡

大ーさせることになった。

60年代半ばからのもう…つ大きな特徴は，まったく新しい役物としてフリッチ(集成材用化粧

単紋)の幣袈が現れることである oI認知のようにわが閣の集成材は…般の製材品，それもとくに

役物の代替i誌として登場してきた。表-8からも窺われるが造作用にしても構造用にしてもいず

れも化粧ばり(ブリッチ)の集成材が主流をiおめ，その需袈は1965(Il日手1140)年頃から本絡イヒし

70年代を通じて急増会続ける。

これに対応して新しい製材品の役物として，とくにヒノキとスギのブリッチに対する箭:袈が急

増したO

2… 3.役物特化産地化

このような諮嬰動向に最もよく迎合したのが奈良県林材業であった。 9は奈良県吉野11汀の

総和安 II:和室〉洋家
(総真控殺り大鍛造りの入り込み〉

[長雨入長雨
J和室 j和護和室j和室

伎は会て見え綴かり 大壁部分・見え隠れ住ニエ外材
見え掛かり往手投物 蕊器部分・3i!.え掛かり往口倍程材

4 
見え掛かり桧の役物化
ぷ

投柱需要の拡大

関-2手11設から洋2主化への絞式協l

ill:和室く洋室
(洋慈のメジャーイ七〉

(和祭1;震化傾向)

4 
投物詩婆の後退
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袋一 8 集成i;1・の秘鎖7jlj~t jÍjgl:及び余波1館のiíf\f多

造作用集成材 構法沼集成材 禁法I!l合計山側{

然化紘化粧I:fりノi、計奴イヒfJtiヒiJn;]:'り小言j' 集成約f1昔4話

1965$j三 17，000 3，000 20，000 1，800 

66 22，800 '1，100 26，900 2，200 

67 29，320 3，100 32，420 3，200 

68 46，000 4，000 50，000 4，600 

69 日百，000 5，000 70，000 6，500 

70 113，400 8，500 121，900 II ，000 

71 119，983 17，500 137，483 17，870 

72 129，330 21，054 150，383 22，557 

73 165，408 36 ， 30~) 201 ，717 :37，266 

74 169，820 42，455 212，275 40，311 

75 156，842 61，418 218，260 15，910 

76 166，796 72，853 239，649 52，690 

77 171，025 76，838 247，863 55，490 

78 175，001 86，195 261，196 59，520 

79 176，316 117，465 293，781 67，560 

80 57，516 111，648 169，164 9，186 105，635 114，821 283，985 65，021 

81 35，652 124，223 159，875 17，231 73，937 91，168 251，043 58，004 

82 61，632 102，719 164，351 26，145 65，915 92，060 256，411 65，757 

83 71，584 100，080 171，664 29，838 70，619 100，457 284 272，405 68，042 

84 81，057 111，334 192，391 27，719 69，848 94，5G7 569 290，527 74，891 

85 83，472 114，175 197，647 27，470 70，653 98，123 1，222 296，9古2 74，292 

86 88，881 118，936 207，817 29，511 75，38G 104，897 ，'3，019 315，733 74，612 

87 94，727 139，305 234，032 16，291 92，028 108，319 6，5.34 348，885 85，274 

88 112.046 170，230 282，276 16，960 98，010 114，970 11，592 108，8:38 102，.311 

8臼 121，411 179，769 .301，180 11，287 100，710 111，997 22，641 4:35，821 119，163 

90 128，452 194，510 322，962 9， lG5 89，260 98，425 28，169 449，556 126，869 

91 127，782 200，724 328，506 8，986 84，026 93，012 .33，477 451，995 128，268 

資料:日本集成H工業協同総合

製品子11宮野材センターにおいて扱われた製材i誌のスギ・ヒノキ別平均単備の推移をおしたもので
ある。いまこれを70年代に入り問磁日本故大の閣総材産地として成長してきた間iJl県英作滋地

(ドl~lll .真庭)の製材品単価と比べてみよう。栄一10は英作産地の 2大製ii日行の…つ，真庭郡勝

UIUfrにある勝r!1()J券111木材市場)における， 1975 (1昭和50) :fl~ の樹材磁別・等級別の製材品単側

を示LTし、る。

まず'1.<.-9から吉野材・--tンターにおける1975(11討和50)年のスギの平均単1IT日は21万円， ヒノキ

の王子均単1uli(立33l:flIJである。表-10により J]券市におけるスギ製品のl:ii舗をみると 3rn-10.5cmfi.j 
の無節が10-15万円， 4 rn -4，5 (6.0) cm X 10.5 (12.0) cmq~附設の無告白が 8 -127J円，と代表的役

物の単古lIiがE吉野;j~・--tンターのスギ平均単価の潟さにとおく及ばない。それに辛うじて匹敵するの

は)]券市では F援的にきわめて限られた術品と，思われる13，9-27.8(1本1，000-2，000円)万円の 4

rn -4.0cmX4，5cm天井生存廻り橡の赤無宣告があるのみである。
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表-9手'rU!Y.材センターの
スギ・ヒノキ製材♂1
の司王均111.舗の披移
単位:万円/rri'

スギヒノキ

19755ド 21.0 33.0 

76 20.0 34.0 

77 20.5 35.0 

78 21.0 36.0 

79 22.0 37.0 

80 21.0 36.0 

81 21.0 35.5 

82 20.7 35.5 

83 20.0 35.0 

84 21.0 35.5 

85 22.0 35.5 

86 22.0 35.5 

87 22.3 36.0 

88 23.0 36.0 

89 23.5 38.0 

90 25.0 41.0 

91 24.8 40.0 

92 24.5 40.0 

資料:吉野材センター

また)J挙111のヒノキ製品で古911'オオセンターのそれに匹敵しうるのは :1

m -1O.5cmfrjの1!l[i節の30-40万円， 6 m…12.0cmY乃の知i節の25-3573'1工1，

4 m -4.5 (6.0) cm X 10.5 (12.0) cm蚊!告の無節の25-35万円であり，

4 m-1.7cmX12.0cmヒノキ機i円反の無節が念品目 1:11でIlft--古野材-セン

ターの平均lji鏑をよニIillる:16.8-42.975"円となっている O

吉野材Aセンターにおけーるスギ製l弘は11券市にはわずかにしか1!1.[iいよう

な超高級役物に相当する物ばかりであり またヒノキ製品は少なくとも

IJ券T1Tにおける無節以上の役物に相当する物ばかりである。

次に全IJiJ…のスギの生産殺を誇る秋出産地と比較してみよう O 秋I:D産

地における人工林スギの主力製材揃品は+~~と割角(あるいは割牲とも

いう)であるが，

i切な.tiH却である O
には棋のほうが!壬例的に多く，もちろん椴は典現

表-}U土f*111 j!ii Jiliの績と割角の等級別単filrtの推移を訴している。 吉
野材センターのスギの王子均準備は1977 (昭和52) 年で秋田のスギの都

角の 3聞紙節以上， 1978 (昭和53)年で秋出のぞれの 2llii無節以上，そ

してそれ以降はほぼ2ITii無節/:;3'3.2磁無忠告並みの高さを訴している。
ここでも，吉野材センターのスギ製品は秋I:D疎地のスギ掛f今の 2ITIT 11!f; i11I 

に相当する投物ばかりということになる。

古野材センターの製-品がいかに突出して役物に慨斜しているかが明

らかであろう O 程度の諜はあれ，これは奈良県の他の主要な製品市でも

i可制向である。しかも表-9 ~こ ~rさげた吉野材センターのスギ・ヒノキ

製品にはフリッチ(単板)の扱い殺は含まれておらず，ブリッチは製材

品よりさらに高単倒である O だから向，ヒンターの製品の役物への特化

傾向は実際にはもっと強い。

また，吉野材センターをはじめ奈良県内のいくつかの製品市では，会問でも他に例をみない単

板市が行われているが，単板市はそれ出!本がまさに役物市であり，これは奈良県の役物特化産地

化を象fr'&しているといえよう。

例えば，英ft，ゃ秋閉その他の役物を供給するj京地はいずれも，あくまで投物も生産していると
いうことであって，決して役物疎地とi呼ぶことはできない。その;なi沫で，京都府北山のような非

製材産地は ~IJ として，奈良県のみがlIíl~…役物に特化した産地を形成した。

いわゆる吉野村銘柄は，高度な育林技術で成り立つ吉野林業のもたらす良質な林水資源を基flll:
に，発達した!原木市が広域的に「役物向き丸太J(これがいうところの[良資材j あるいは「緩
良材jであろう)を集術・集積し，吉野・桜井会核とする製材部門が役物専門加工を担当し，他

地域の趨胞をゆるさぬ役物特イヒ競liliを築き上げることによって成立したといえる O これが家良県

林材業が大発展を遂げたi&大の袈j却であろう。

3. 1980年代以i絡における奈良県林材業の後退の袈国

3 -1.投物需要の後退

表-12は80年以降の吉野材センターの製材日1・t手放別の取扱い材府(.金額を訴したものである。

すでに丸太の取扱いに閉するところでもふれたが，例外的に住宅ブーム11寺に初年水準を上回った

とはいえ，ブームが史上空前でありそれが4年間続いたことを考えれば，十分にその思惑に浴し
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公-10 Jl野LU水;!'ililfJf};の樹材秘別・等級7)IJ製品lji.{ilfi

将iE f司氏さ:lm 桧百 flJ t去さ 3m のじ、ラスi品、 J!t 米JIタi'li.i1) tf/< (将}

司法等級 資総-/.品般 司法等級 官官11…r.iif政 t~ l'寸法当官級 安材!I-?tr，f!li之さすが、等級 4決裂i-iVr，1事

6，0 20，000 23，000 6，0 20，000 -25刈JO 2m ()臼XO，，) 30ρ00 -31，000 3m 3，0 X 3，0 Jソトキ 110 120 

0 特1 27，000 28，000φ 特128，000 -30，0ω ク L2XO，日 25，000-27，000ク早sii 1" 150 30。

7.5 年 25，000 26刈)0 7.5キ128，000 -30，000 3m L2XO，9 25，000 28，∞IJ .Im ソj、 φ220 230 

9，0 23，000 -2'1，000 9，() 23，α)0 -25，以)0 "1 l.5 X 10.5 25，0以)-28，机)IJ "然?引 φ300 500 

φ 特1 27，000 お酬 。 制 28剛一 30附 Itm φ 特1 33，000 制 IJ • 。 議ii t，. 500ーし側

!O.5 20，00IJ -23，ωllJ，5 1 25，以)0-30，000 if'.木、例級 担m 4，OXι5然節 φ300- 500 

今 特1 3側 0-40ωr十1 80畑一宮刷。 J~ 4，OX4，0れ川ω4附 o4m ソj、。制 370

tf川口…川O φ tfi川町一i附 00，1m φ 30，000 3:1，∞o • 。 然ftffφ500…800

J:J!' 70 ωo ー100，000 ソj、18刷。 附 88 0 。 M 4 10ω ぺ 7，000 φ φ J品品kふI φ什ぺ州叩l上ω刷刷曾ρ川川0∞附0∞0トMパ一叫2え，側
φ 然抑附F郊b州 ω0ト一15ωむ∞酬0 多 然糊自ii制 ω馴0一吋，10馴 0 今 4.5X4.5 去杭f 仏仰仰o附}

山 itJ児f4
0 砂 J二ソ刈1)、6ω0，α∞)0…8初0，ω自 φ 上ノ1)ト、 130，∞o一16ω0，0∞口o4m 今 u上:二; 3ω0，0 自一3お5，00ωo • 今 j終罷峨E節告 自紛0，0収(口 叩叩噌10ω0，00ω

砂 終糊附主節illω00，0側Q∞白吟130，0ω 0 紙州酬自節，il2以{州)0-3

I司 11:お 4m

6，0 22，000 25，000 . 特1 35，000 40，000 
7.5 ね1 28，000 30，000 

9，0 26，000 28，000 

" L1: :lO，自00 33，000 

lO，5 28，O()0…30，000 

メ~j? 28，000 '15，000 
なL

12，0 九身 10，000-42，000 
なし

がj 隠さ 6m

10，5 九身 65，000 70，000 
令し

12，0 ~ザ 70，000 … 75 ，000
ゆレ

。 jソl、75，000…85，000
総太子1 ilj 

i河司 i終這さ 4m 杉手 4事絞?珂L φ φ 紙節 80，爪α)泊0…12日'ρ臼00
<" 

札口 23，000 -27，000 2m 0，9X21，0 1 55畑山 58，0002-;;' 4，5X lO，5J:/)、70，側一1∞川}

φ 特138，000 -12，000 " 1.2 X 12，0 1 28，000…30，000 " 今 縦割~ 150，ω0-初0，0∞

7，5 ね135，附 -10，0ω 。1.2X18.0 1 問。…仰閃 4mG1523M、問削-150，0ω

9，0 27，000 -30，000φ l.G X ]8，0 1 '12，000叩 15，000φ 。燃ffil250，000 -350，00日

φ 1.1: :15，000 10，000 2m .j，5X15，O!!lfJl百100，000-150，0収)

10，5 10，000 15，000 松平均、淡水、仮

今 Jげ 85，000-90，000 投機 Ifl 似 3m 10，5 特1 25，∞0-27，01泊~ホミ，
12，0 丸身 80，000 82，000 1m L7X lO，5約1 GO，OOO…63，000 3 m 1O，5~， 将1 :10，000 -:15，0ω なし 刷，UUU lJj，UUU sm 15.0 

i司 泌さ 6m φ 1.7 X 12，0 t!f 1 55，000…57，000 1 m φ 月半1 '10，000 百，0肌}

10.5 枕川棚}川捌 φ φ J二ソノ小枚 ω仰0ω0…叶1"捌ω " 1は2%0将削1 4犯仰川5旦叩刷gρ川0ω削0ω0一

o ) 今 J:ソ刈f小lト、 1お50，刈以}幻0一l8印0，0∞)(泊00 φ 艶8恥乞E餓詰 φ :1，ρ訂(日JO一3，5ω0口Gm φ ヰ将l'l Gω0，00∞0 一7刊司札，00刈

山 t伐E150，(削一→155，筋5，川川ω似馴日] 究栄: 土 台 灼 4伽m，tω似i川山5似X刈4，5寸去計?3刷0一4初0。側
lO.5X 上小 170，000-200，0003m W."IO，5 ~'!i'l 70，000 80，0∞ 足場丸太

9JfO5紡1 35，000'-4刷。 今附 m ∞0-35酬 0012%。紡18馴 0-100，0ω 6m上 m 130…m 
4m メL身 80，000-85，000 
9，OXIO，5なし

4 m ;)L身 80，000-85，000 1O，5X 12，0なし

mljf  125側一間似)1m φ 終180側一州}ω 加し

φJ:小110，0似)ー150，日 J

資料:JJ券111木材 -rli場 iJJ券111木材rlil{j坊決J(II!HU 5011" 1 Jl 22 日告f'~866flliili ) 

たとはいえず¥ましてそれ以外の!時期はかなりはっきりf止;:!lSを訴しており，やはり総体としての

後Mを指J泌できょう。 J~~本1'10 にいえば台己主ブーム nキに尾崎Eの iおい1手板の生滋賀tを増加させること

を伸ばし， -~q長生肢がかなりの収支えになったことは械かであるが，それにも限界があっ

た。

このように80年代に入り奈良県林材業の勢いはかなり後退するが，それは，この11寺JUlに木材諮

繋が一段と縮小しいわゆる木材不況が深刻化するという，総体FIヲな J~!.tJt~lI!~化要因のためだけでは

ないとおもわれる O

すでにみたように，洋室(大接造り空間)の定着が投物需要と結び付き見え掛かり材の役物化

を引き起こし 3 その結果，柱を主体とした役物の諮繋が…気に地大したのであっ t.::.o しかし，わ
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11 秋IB杉の1it!とjlftlflJ(等級別)の{郎総の披移
}別立:IIl/rri' 

持i

1977ifミ i月 50.000 120，000 160，000 200，000 300，000 

78年 i凡 47，000 115，000 180，000 245，000 275，000 

79~ 1Pl 52.000 140，000 250，000 3:30，000 360，000 

80fj:. 1月 67，000 160.000 300，000 420，000 435，000 

81fド 1月 51，000 120，000 270，000 390，000 410，000 

8211" 1月 49，000 110，000 260，000 380，000 400，000 

83ifo 1 FJ 50，000 110，000 260，000 :~60 ， OOO 400，000 

例年 lPI 46，000 90，000 210，000 310，000 350.000 

8511' 1 FJ 48，000 95，000 200，000 300，000 320，000 

86:11' 1 PJ 46，500 95，000 220，000 290.000 300，000 

87#:' 1 FJ 45，500 98，000 240，000 280，000 320，000 

88#:' 1月 53，500 135，000 280，000 350，000 400，000 

五え潟側格 69，000 180，000 350，000 460，000 500，000 
1980iド3H 1987年虫丸 1987~ 9月 1980~ 2 Fl 1980年3月

j制止命日十各 44，500 90.000 160，000 200，000 250，000 
1986if' 7 )1 1983~ 6月 1977年 Ul 19771ド1)1 1977;{ド5H

資料:刻fljlま秋!日終jヒ木材センターの出来悩、燃は!.lui¥1'火山会郊定による
東京Irq治ln財布。

校:1)僚の規裕は3.65mx 1.3cm X9.0cm、初fljの;規格は 3m X 10.5cmfij 
2 )秋田杉とは人工林スギのことである。
3 )秋出稼池の割flj1ま1977(IlB:1'[]52) 1]'-1月に側発された。

袋一12 君子野材センターの製材・671 ・ JI1.板]JIj~:t及い材絞・金額の ~fl~移

製 Il3ご3口 誇¥.

会 総指数材絞指数量芝 lff! 指数材獄指数~ 綴指数材総指数

1980 4，191，933 100 15，843 100 378，245 100 7，135 100 4，570，178 100 22，978 100 

81 3，976，226 95 15，144 96 326，100 86 6.246 88 4，302，326 94 21，408 93 

82 3，768，509 90 14，485 ()] 370，260 98 7，168 100 4，138，769 91 21，653 94 

83 3，270，527 78 12.988 82 345，573 91 6，973 98 3，616，100 79 19，961 87 

84 2，969，734 71 11，368 72 337，779 89 6，818 96 3，307，513 72 18，186 79 

85 3，068，572 73 11 ，401 72 275，470 73 5，573 78 3，344，042 73 16，974 74 

86 2，984，341 71 11，088 70 345，377 91 7，204 101 3，329，718 73 18，292 80 

87 3，716，240 88 13，619 86 487，096 129 6，991 98 4，203，336 92 20，610 90 

88 4，003，487 95 14，388 91 656，467 172 10，487 147 4，659，951 102 24，875 108 

89 1，220，354 100 14，668 93 626，715 166 8，712 122 4，847，069 106 23，380 102 

90 3，991，080 93 12，713 80 693，073 183 8，798 123 4，601，153 101 21，511 94 

91 3，612，810 86 11，910 75 620，958 161 8，421 118 4，233，768 93 20，334 88 

92 3，671，833 87 12，209 77 571，426 151 7，398 104 4，246，259 93 19，607 85 

資料:"j:な里子材センター
yjミ 金総の単位はよf'IIJ、材・綴の111{立はば
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関-3 批評ti~の推移(梁筑t:1f(i定)
政:1990(平成2)，q:q2月23日「日本経済新IlfLJ

が閣の住宅への洋窓の参入はそもそも和室(真嬢造り空間)の後退と衣裂をなすものであり，洋

室化の流れは…は拡大した役物の捜j司部位を狭めていくことを意味する。

80年代を通じて洋窓化は著しく ;iiIみ，いまや新設住宅に占める和議の数はせいぜい2窓どまり

が主流となり， 1-'1手室が和議をfqlし退けてはっきりとメジャー化してきた。それと問時にいわゆる
2 関紙きの午IJ~が減少しつつあり，高い等級の役物を使う部位も減少している ο すなわち「市袈

最減少Jと「下級役化Jというダブルパンチで役物の後退が起きているヘ
~-3 は1987 (1I[1*IJ62)王f-からはじまる住宅ブーム特における畳(畳j却の謂袈の推移合訴し

たものである O 住宅靖T戸数が授Wlの低迷を脱し， 1987(1I!H1J62)年・には…気に167万戸となり，
1988 (1Is;f1J63)年16871戸， 1989 (平成元年)年166万戸， 1990 (平成2)年171万戸，と空前のf主

宅ブームが続くなかで，伎の需要は1988(lIiHIJ63)年以降漸減してきており，キ11議の後退を

けている。

いま間一 3の強:数を訟に， 1つの手11窓の大きさを仮に61設として計算すれば，新設住
りの和議数は1988 .11~の 2.2壌から 1990年には1.9窓に減少している。

3 -2.抵い品質管理意識

役物に~守化することで大発展を港げたことは，奈良県林林業に「役物信抑J あるいは「丸太鍛

仰jともいうべき観念をうえつけた。このことが， 80年代以降の木材擬喪の縮小にともなう産地

1]てf当
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間競争ーのi)}t{とと住宅供給の担い手が11ヨぅ!との火ヨ工務応主体からいわゆる生宅メーカーへと変化

したこと絡によって進行しつつある製材品の品質改部への動きに，奈良県林材業が立ら怒れる大

きな袈slになっている。

奈良県材会扱っている滋賀県，附UJ[単ーの製品市によれば，

f台出子や桜井のメーカーは f丸太が良いから製1171も良いjという;郎裁が強く，製品の品質管測が
おろそかになっているjという。

奈良県の林材業界には役物が採れる 1~い丸太へのこだわり(役物・丸太倍ff1J) がきわめて強く

存寂し，しかも「丸太の良さjと「製材品の品質の良さjとを同義に刻!解しているI!uが持めない。

、ffh等の製材・11古つまり役物が採れる「良い丸太一jを使うから，絞ったり割れたりせずまた寸

法*riI支のi惑い品質の「良い製品Jができる，ということにはもちろんならない。だから「丸太が
良いから製品も良いjというのはまったく見当迷いである。品等と品質は別概念である。

奈良県では古野林業のIjl1g部合中心にスギの諜枯らし乾燥が行われているが，これも役物志向
を色濃く皮映している。その目的は専ら材の包あがりを良くするためであって，だからヒノキは

:柴枯らしされない。紫枯らしは高級役物生産と結合したものであり，製材 i弘の品質管Jll!ょの窓i家!

かられ:われているわけではないο

これは製粉メーカーの製材121乾燥に立すする関心の低さにも現れており，奈良県の製材工場の人

工乾燥機普及熔は1991(平成3)年で，いまだ全体の i割にも達しない{止さである(奈良県林政

諜捌べ)。

それを反映して， i吉野材は乾燥製品といえるものは少なく，品質管現は良くないJ
と先の製品r!iはきびしい評仰を下している。
さらに，奈良県:外だけでなく県内の製品市からも指摘される難点として，

i(奈良県・のメーカーは〕クレームを嫌がるjという O 滋賀県の製ii71市のある浜開践は
irrの痛いことを誘うと，すぐIB1Wfしてこなくなる，だからアドバイスしたくても，その気にな
れないjという O

本長!と，クレームはメーカーにとって，買い手からもたらされる資重な-m場情報である。これに
適切に対処し，改苦手を重ねることで商品もメーカーも向上する O 逆に問題がありながら，それが

メ一カ…や生蕗税j場劾に}崩i品五カか、ないことをf恐&れねばならなしい、、O しカか、し，奈良i早必i

i儲詩平報投を白らj遮些陶断fしてしまう宇傾J'llがf品3司]カがfある O

おわりに.

近年，奈良県ではヘリコヅター築材が丸太1J1材の主流を占めつつある。ぞれがわが悶でnf主…奈

良県においてのみ恥崎支化したことは，同県がとりもなおさず役物特化産地であることを丸太のレ

ベルで4初語っている。ヘリコブター集Ht立役物が採れる商単側の丸太だ‘から1IJ能なのである。し
かもヘリコプター集材は末木を出材対象としないことから，その役物特化傾向をいっそう強めて

いる。

奈良県の林材業界は役物志向が強い反i主i， ~í~物・並H(役物向き丸太)を 1際視・蔑視する傾向

もまた強い。そのせいでそもそも:illi.材ーを挽きたがらず， JJj{木inでも放材を新極的に集荷しようと
はしたがらない。例えば1970年代には桜井に10以上を数えたといわれる並材工場はいまゃあるか

なしかとなり，製材メーカーの~f;Aオ離れが進むーブj ， 原水mでも小f浸水の~~扱いを忌避する鮒向

が生まれ i/J、後木の持ち込みおl祈りjを掲げる市場さえ現れている。
このように，奈良県林材業の発援を支えてきた諮嬰条件はいまや大きく変化し，役物の市場が
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縮小しそれにともなって競争が激化しつつあるなかで，奈良県・林材-築:は競争激化への対応、が進ま

ないままいっそう役物への傾斜を強めている。
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Rぬume

(l) Due to the 1'apidly inc1'easing demand fo1' timbe1'， fo1'est1'Y and fo1'est indust1'Y (saw 

indust1'Y) in Nara pref. had developed outstandingly until the mid由1970's.Since early 

1980's，however， th日demandfor lumber has drastically dec1'eased. S乱wmillin Nara pref. 

were damaged by this demand change and began to decline. 

(2) Sawmill in Nara p1'ef. prima1'ily have produced high grade lumber. The change in th巴

demand fo1' the high grade lumbe1' caused the development and decline of the sawmill. 

(3) The market fo1' high grade lumbe1' sh1'inked，so the competition among the sawmills 

p1'oducing such high grade lumber in Japan became ve1'y severe . 1n this situation sawmills in 

Nara pref. is still concentrating on the p1'oduction of high grade lumbe1' wi thout any 

counte1'measur勾efo1' future . 




